
切り取り線

お名前 
 参加時間 


ご住所 
 電話番号 


午 前 の 部  1 0 ： 0 0 ー 1 2 ： 0 0
午 後 の 部  1 4 ： 0 0 ー 1 6 ： 0 0

丹波の森公苑 セミナー室
１ 月 ２ ９ 日

（兵庫県丹波市柏原町柏原5600）

（ 日 ）
令 和 5 年

織田家ゆかりの城下町「かいばら」（丹
波市柏原町）では毎年3月に「丹波かい
ばら雛めぐり」を開催し、町内各会場に
江戸時代から平成までの雛飾りを展示し
ています。
手作りの「つるし雛」を飾るのが最大の
特色で、彩りを華やかに演出します。
「つるし雛」は江戸時代より、生まれて
きた子どもの幸せを願い、思いを込めて
縫い上げ、パーツを組み合わせて作った
ものが始まりと言われています。
小さなパーツはひとつひとつ意味がある
縁起ものです。

電話、FAX等で下記までお申込みください。

参 加 費 １ , ０ ０ ０ 円 （ 材 料 費 込 み ）

定 　 員 各 回 2 0 名 ※ 先 着 順

申込方法

TEL:0795-72-5168　FAX:0795-72-0899

申込み・
問合せ先

丹波の森公苑 活動支援部 県民課
〒669-3309　兵庫県丹波市柏原町柏原5600

主催者

丹波の森公苑「生活創造活動グループサポート事業」を利用しています。

申込書【令和5年1月29日　つるし雛飾りづくり】

ご記入いただいた個人情報は、安全かつ厳重に管理します。なお、丹波の森公苑が行う事業の案内等に利用させていただくことが
あります。

※参加にあたっては、体温チェック、マスクの着用、手指消毒など、新型コロナウイルス感染予防措置を行ってください。
※新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、イベントの開催を中止させていただく場合がありますのでご了承ください。

つるし雛グループ
仲間づくりを通じ、みんなで楽しくつるし雛を作
る活動をしています。

○印をつけてください
午前の部 午後の部

内 　 容

生活創造活動グループサポート事業

布を縫って「うさぎ」を作り、梅などのパーツ
を組み合わせて、つるし雛飾りを作ります。

持 ち 物 裁縫道具（針、はさみ、まち針、ひも通し、
ピンセット）、大きめの洗濯ばさみ２つ

うさぎは神聖な生きもので、赤い目は魔除け
の意味があり、病気や災いから身を守るよう
にという願いが込められています。

※月曜日、年末年始（12月２９日～1月3日）は休苑日です


